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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年9月25日(2008.9.25)

【公開番号】特開2007-328701(P2007-328701A)
【公開日】平成19年12月20日(2007.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2007-049
【出願番号】特願2006-161098(P2006-161098)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ  11/80     (2006.01)
   Ａ６３Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ａ６３Ｆ  13/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ  11/80    　　　Ｄ
   Ａ６３Ｆ  13/00    　　　Ｃ
   Ａ６３Ｆ  13/12    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークを介して接続されたユーザの端末において、前記ユーザのユーザＩＤ
データに関連付けて記憶されているキャラクタを構成するアイテムの組み合わせとしての
コーディネートを示すコーディネートデータを表示するためのサーバであって、
　前記コーディネートデータを構成するアイテムデータを示すアイテムＩＤデータの組み
合わせを、コーディネートＩＤデータに関連付けて記憶し、さらに前記ユーザＩＤデータ
に関連付けてアルバムテーブルとして記憶する記憶部を備え、
　前記ユーザが更新した、コーディネートデータを構成するアイテムデータの組み合わせ
を保存するために、前記ユーザの端末から、前記アイテムデータの組み合わせを示すデー
タを伴って保存要求データを受信したことに応じて、受信した前記データに基づいてアイ
テムデータを示すアイテムＩＤデータの組み合わせをコーディネートＩＤデータに関連付
けて前記記憶部に記憶し、さらに前記コーディネートＩＤデータを前記ユーザのユーザＩ
Ｄデータにさらに関連付けて前記アルバムテーブルとして前記記憶部に記憶する手段を備
えるサーバ。
【請求項２】
　アルバムを参照するユーザの端末から、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩ
Ｄデータで構成するキーデータの指定を伴って送信要求データを受信したことに応じて、
前記アルバムテーブルを参照し、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータ
で構成するキーデータに関連付けて記憶された前記アイテムＩＤデータが示すアイテムデ
ータの組み合わせを、前記アルバムを参照するユーザの端末に送信する手段をさらに備え
る請求項１に記載のサーバ。
【請求項３】
　前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに関連付
けて前記アルバムを参照するユーザのユーザＩＤデータを前記アルバムテーブルに記憶す
る手段をさらに備える請求項２に記載のサーバ。
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【請求項４】
　アルバムを参照するユーザの端末から、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩ
Ｄデータで構成するキーデータの指定を伴って参照した前記コーディネートＩＤデータの
コーディネートに関するコメントデータを受信したことに応じて、前記コメントデータを
前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに関連付け
て前記アルバムテーブルに記憶する手段をさらに備える請求項１乃至請求項３に記載のサ
ーバ。
【請求項５】
　前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに関する
コメントデータを受信したことに応じて、コメントデータが存在する旨を、前記ユーザＩ
Ｄデータのユーザの端末に送信する手段をさらに備える請求項４に記載のサーバ。
【請求項６】
　前記コメントデータを前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成す
るキーデータに関連付けて前記アルバムテーブルに記憶する手段において、前記受信した
コメントデータが所定のキーワードを含むときは前記コメントデータを記憶しない請求項
４に記載のサーバ。
【請求項７】
　前記コメントデータを前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成す
るキーデータに関連付けて前記アルバムテーブルに記憶する手段において、前記受信した
コメントデータが所定のキーワードを含む場合に、所定のキーワードを含むために前記コ
メントデータを更新しない旨を報知するデータを、前記コメントデータを送信したユーザ
の端末に送信する手段をさらに備える請求項６に記載のサーバ。
【請求項８】
　前記受信したコーディネートデータを構成するアイテムデータの組み合わせを記憶した
時期を示すタイムスタンプデータを前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデー
タで構成するキーデータに関連付けて前記アルバムテーブルとして前記記憶部にさらに記
憶しており、
　アルバムを参照するユーザの端末から、前記アルバムテーブルに記憶された時期を指定
するデータを伴って前記アイテムデータの組み合わせの送信を要求するデータを受信した
ことに応じて、前記アルバムテーブルを参照し、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネ
ートＩＤデータで構成するキーデータに関連付けて記憶された前記アイテムＩＤデータが
示すアイテムデータの組み合わせを、前記アルバムテーブルに記憶したタイムスタンプデ
ータに基づいて前記アルバムを参照するユーザの端末に表示するために前記アルバムを参
照するユーザの端末に送信する手段をさらに備える請求項１乃至請求項７に記載のサーバ
。
【請求項９】
　アルバムを参照するユーザの端末から、指定するユーザのユーザＩＤデータおよびコー
ディネートＩＤデータを伴って前記指定するユーザのその他のコーディネートデータを構
成するアイテムデータの組み合わせの送信を要求するデータを受信したことに応じて、前
記アルバムテーブルを参照し、前記指定するユーザのユーザＩＤデータおよび前記その他
のコーディネートデータを示すコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに関連付
けて記憶された前記アイテムＩＤデータが示すアイテムデータの組み合わせを、前記アル
バムを参照するユーザの端末に送信する手段をさらに備える請求項１乃至請求項７に記載
のサーバ。
【請求項１０】
　前記サーバは、アルバムを参照したユーザ数を前記ユーザＩＤデータおよびコーディネ
ートＩＤデータで構成するキーデータに関連付けて前記アルバムテーブルとして前記記憶
部にさらに記憶しており、
　アルバムを参照するユーザの端末から、前記アルバムを参照したユーザ数の多いコーデ
ィネートのリクエストを示すデータを伴って前記アイテムデータの組み合わせの送信を要
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求するデータを受信したことに応じて、前記アルバムテーブルを参照し、前記ユーザＩＤ
データおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに関連付けて記憶された前
記アイテムＩＤデータが示すアイテムデータの組み合わせを、前記アルバムを参照したユ
ーザ数の多いものを優先的に前記アルバムを参照するユーザの端末に表示するために前記
アルバムを参照するユーザの端末に送信する手段をさらに備える請求項１乃至請求項７に
記載のサーバ。
【請求項１１】
　前記サーバは、前記アイテムデータの属性を示すデータをアイテムＩＤデータに関連付
けてアイテムテーブルとして前記記憶部にさらに記憶しており、
　アルバムを参照するユーザの端末から、前記属性を指定するデータを伴って前記アイテ
ムデータの組み合わせの送信を要求するデータを受信したことに応じて、前記アルバムテ
ーブルを参照し、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキー
データに関連付けて記憶されたアイテムＩＤデータが示すアイテムデータの組み合わせの
うち、指定した前記属性と関連度の高い属性を持つものを、前記アルバムを参照するユー
ザの端末に送信する手段をさらに備える請求項１乃至請求項７に記載のサーバ。
【請求項１２】
　複数の前記コーディネートの評価を行うコンテストに参加する前記ユーザＩＤデータお
よびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータをコンテストテーブルとして前記記
憶部にさらに記憶しており、
　前記ユーザの端末から前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成す
るキーデータの指定を伴って前記コンテストへの参加申込データを受信したことに応じて
、受信した前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータ
を前記コンテストテーブルに記憶する手段をさらに備える請求項１乃至請求項１１に記載
のサーバ。
【請求項１３】
　ユーザの端末と通信ネットワークを介して接続されたサーバが、前記ユーザのユーザＩ
Ｄデータに関連付けて記憶されているキャラクタを構成するアイテムの組み合わせとして
のコーディネートを示すコーディネートデータを表示するための方法であって、
　前記サーバは、前記コーディネートデータを構成するアイテムデータを示すアイテムＩ
Ｄデータの組み合わせを、コーディネートＩＤデータに関連付けて記憶し、さらに前記ユ
ーザＩＤデータに関連付けてアルバムテーブルとして記憶する記憶部を備え、
　前記サーバは、前記ユーザが更新した、コーディネートデータを構成するアイテムデー
タの組み合わせを保存するために、前記ユーザの端末から、前記アイテムデータの組み合
わせを示すデータを伴って保存要求データを受信したことに応じて、受信した前記データ
に基づいてアイテムデータを示すアイテムＩＤデータの組み合わせをコーディネートＩＤ
データに関連付けて前記記憶部に記憶し、さらに前記コーディネートＩＤデータを前記ユ
ーザのユーザＩＤデータにさらに関連付けて前記アルバムテーブルとして前記記憶部に記
憶するステップを含む方法。
【請求項１４】
　ユーザの端末と通信ネットワークを介して接続されたサーバに、前記ユーザのユーザＩ
Ｄデータに関連付けて記憶されているキャラクタを構成するアイテムの組み合わせとして
のコーディネートを示すコーディネートデータを表示させるプログラムであって、
　前記サーバは、前記コーディネートデータを構成するアイテムデータを示すアイテムＩ
Ｄデータの組み合わせを、コーディネートＩＤデータに関連付けて記憶し、さらに前記ユ
ーザＩＤデータに関連付けてアルバムテーブルとして記憶する記憶部を備えており、
　前記サーバに、前記ユーザが更新した、コーディネートデータを構成するアイテムデー
タの組み合わせを保存させるために、前記ユーザの端末から、前記アイテムデータの組み
合わせを示すデータを伴って保存要求データを受信させたことに応じて、受信させた前記
データに基づいてアイテムデータを示すアイテムＩＤデータの組み合わせをコーディネー
トＩＤデータに関連付けて前記記憶部に記憶し、さらに前記コーディネートＩＤデータを
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前記ユーザのユーザＩＤデータにさらに関連付けて前記アルバムテーブルとして前記記憶
部に記憶させるステップを実行させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（１）通信ネットワーク（通信回線３０）を介して接続されたユーザの端末（ユーザ端
末２０）において、前記ユーザのユーザＩＤデータに関連付けて記憶されているキャラク
タを構成するアイテムの組み合わせとしてのコーディネートを示すコーディネートデータ
を表示するためのサーバであって、
　前記コーディネートデータを構成するアイテムデータを示すアイテムＩＤデータの組み
合わせを、コーディネートＩＤデータに関連付けて記憶し、さらに前記ユーザＩＤデータ
に関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）アルバムテーブルとして記憶する記憶部を備え、
　前記ユーザが更新した、コーディネートデータを構成するアイテムデータの組み合わせ
を保存するために、前記ユーザの端末から、前記アイテムデータの組み合わせを示すデー
タを伴って保存要求データを受信したことに応じて、受信した前記データに基づいてアイ
テムデータを示すアイテムＩＤデータの組み合わせをコーディネートＩＤデータに関連付
けて前記記憶部に記憶し、さらに前記コーディネートＩＤデータを前記ユーザのユーザＩ
Ｄデータにさらに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブルとして前記
記憶部に記憶する手段を備えるサーバ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　（２）アルバムを参照するユーザの端末から、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネ
ートＩＤデータで構成するキーデータの指定を伴って送信要求データを受信したことに応
じて、（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブルを参照し、前記ユーザＩＤデータ
およびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに関連付けて記憶された前記アイ
テムＩＤデータが示すアイテムデータの組み合わせを、前記アルバムを参照するユーザの
端末に送信する手段をさらに備える（１）に記載のサーバ。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（３）前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに
関連付けて前記アルバムを参照するユーザのユーザＩＤデータを（アルバムＤＢ２０６の
）前記アルバムテーブルに記憶する手段をさらに備える（２）に記載のサーバ。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　（４）アルバムを参照するユーザの端末から、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネ
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ートＩＤデータで構成するキーデータの指定を伴って参照した前記コーディネートＩＤデ
ータのコーディネートに関するコメントデータを受信したことに応じて、前記コメントデ
ータを前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに関
連付けて（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブルに記憶する手段をさらに備える
（１）乃至（３）に記載のサーバ。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　（５）前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータに
関するコメントデータを受信したことに応じて、コメントデータが存在する旨を、前記ユ
ーザＩＤデータのユーザの端末に送信する手段をさらに備える（４）に記載のサーバ。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　（６）前記コメントデータを前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで
構成するキーデータに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブルに記憶
する手段において、前記受信したコメントデータが所定のキーワードを含むときは前記コ
メントデータを記憶しない（４）に記載のサーバ。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　（７）前記コメントデータを前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで
構成するキーデータに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブルに記憶
する手段において、前記受信したコメントデータが所定のキーワードを含む場合に、所定
のキーワードを含むために前記コメントデータを更新しない旨を報知するデータを、前記
コメントデータを送信したユーザの端末に送信する手段をさらに備える（６）に記載のサ
ーバ。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　（８）前記受信したコーディネートデータを構成するアイテムデータの組み合わせを記
憶した時期を示すタイムスタンプデータを前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩ
Ｄデータで構成するキーデータに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテー
ブルとして前記記憶部にさらに記憶しており、
　アルバムを参照するユーザの端末から、（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブ
ルに記憶された時期を指定するデータを伴って前記アイテムデータの組み合わせの送信を
要求するデータを受信したことに応じて、（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブ
ルを参照し、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデー



(6) JP 2007-328701 A5 2008.9.25

タに関連付けて記憶された前記アイテムＩＤデータが示すアイテムデータの組み合わせを
、（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブルに記憶したタイムスタンプデータに基
づいて前記アルバムを参照するユーザの端末に表示するために前記アルバムを参照するユ
ーザの端末に送信する手段をさらに備える（１）乃至（７）に記載のサーバ。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　（９）アルバムを参照するユーザの端末から、指定するユーザのユーザＩＤデータおよ
びコーディネートＩＤデータを伴って前記指定するユーザのその他のコーディネートデー
タを構成するアイテムデータの組み合わせの送信を要求するデータを受信したことに応じ
て、（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブルを参照し、前記指定するユーザのユ
ーザＩＤデータおよび前記その他のコーディネートデータを示すコーディネートＩＤデー
タで構成するキーデータに関連付けて記憶された前記アイテムＩＤデータが示すアイテム
データの組み合わせを、前記アルバムを参照するユーザの端末に送信する手段をさらに備
える（１）乃至（７）に記載のサーバ。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　（１０）前記サーバは、アルバムを参照したユーザ数を前記ユーザＩＤデータおよびコ
ーディネートＩＤデータで構成するキーデータに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）前
記アルバムテーブルとして前記記憶部にさらに記憶しており、
　アルバムを参照するユーザの端末から、前記アルバムを参照したユーザ数の多いコーデ
ィネートのリクエストを示すデータを伴って前記アイテムデータの組み合わせの送信を要
求するデータを受信したことに応じて、（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテーブル
を参照し、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータ
に関連付けて記憶された前記アイテムＩＤデータが示すアイテムデータの組み合わせを、
前記アルバムを参照したユーザ数の多いものを優先的に前記アルバムを参照するユーザの
端末に表示するために前記アルバムを参照するユーザの端末に送信する手段をさらに備え
る（１）乃至（７）に記載のサーバ。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　（１１）前記サーバは、前記アイテムデータの属性を示すデータをアイテムＩＤデータ
に関連付けて（アイテムＤＢ２０２の）アイテムテーブルとして前記記憶部にさらに記憶
しており、
　アルバムを参照するユーザの端末から、前記属性を指定するデータを伴って前記アイテ
ムデータの組み合わせの送信を要求するデータを受信したことに応じて、（アルバムＤＢ
２０６の）前記アルバムテーブルを参照し、前記ユーザＩＤデータおよびコーディネート
ＩＤデータで構成するキーデータに関連付けて記憶されたアイテムＩＤデータが示すアイ
テムデータの組み合わせのうち、指定した前記属性と関連度の高い属性を持つものを、前
記アルバムを参照するユーザの端末に送信する手段をさらに備える（１）乃至（７）に記
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載のサーバ。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　（１２）複数の前記コーディネートの評価を行うコンテストに参加する前記ユーザＩＤ
データおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータを（コンテストＤＢ２１３
の）コンテストテーブルとして前記記憶部にさらに記憶しており、
　前記ユーザの端末から前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成す
るキーデータの指定を伴って前記コンテストへの参加申込データを受信したことに応じて
、受信した前記ユーザＩＤデータおよびコーディネートＩＤデータで構成するキーデータ
を（コンテストＤＢ２１３の）前記コンテストテーブルに記憶する手段をさらに備える（
１）乃至（１１）に記載のサーバ。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　（１３）ユーザの端末（ユーザ端末２０）と通信ネットワーク（通信回線３０）を介し
て接続されたサーバ（サーバ１０）が、前記ユーザのユーザＩＤデータに関連付けて記憶
されているキャラクタを構成するアイテムの組み合わせとしてのコーディネートを示すコ
ーディネートデータを表示するための方法であって、
　前記サーバは、前記コーディネートデータを構成するアイテムデータを示すアイテムＩ
Ｄデータの組み合わせを、コーディネートＩＤデータに関連付けて記憶し、さらに前記ユ
ーザＩＤデータに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）アルバムテーブルとして記憶する
記憶部を備え、
　前記サーバは、前記ユーザが更新した、コーディネートデータを構成するアイテムデー
タの組み合わせを保存するために、前記ユーザの端末から、前記アイテムデータの組み合
わせを示すデータを伴って保存要求データを受信したことに応じて、受信した前記データ
に基づいてアイテムデータを示すアイテムＩＤデータの組み合わせをコーディネートＩＤ
データに関連付けて前記記憶部に記憶し、さらに前記コーディネートＩＤデータを前記ユ
ーザのユーザＩＤデータにさらに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバムテー
ブルとして前記記憶部に記憶するステップを含む方法。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　このような構成によれば、当該方法により、（１）と同様の効果が期待できる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書



(8) JP 2007-328701 A5 2008.9.25

【補正対象項目名】００５４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００６４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　（１４）ユーザの端末と通信ネットワークを介して接続されたサーバに、前記ユーザの
ユーザＩＤデータに関連付けて記憶されているキャラクタを構成するアイテムの組み合わ
せとしてのコーディネートを示すコーディネートデータを表示させるプログラムであって
、
　前記サーバは、前記コーディネートデータを構成するアイテムデータを示すアイテムＩ
Ｄデータの組み合わせを、コーディネートＩＤデータに関連付けて記憶し、さらに前記ユ
ーザＩＤデータに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）アルバムテーブルとして記憶する
記憶部を備えており、
　前記サーバに、前記ユーザが更新した、コーディネートデータを構成するアイテムデー
タの組み合わせを保存させるために、前記ユーザの端末から、前記アイテムデータの組み
合わせを示すデータを伴って保存要求データを受信させたことに応じて、受信させた前記
データに基づいてアイテムデータを示すアイテムＩＤデータの組み合わせをコーディネー
トＩＤデータに関連付けて前記記憶部に記憶し、さらに前記コーディネートＩＤデータを
前記ユーザのユーザＩＤデータにさらに関連付けて（アルバムＤＢ２０６の）前記アルバ
ムテーブルとして前記記憶部に記憶させるステップを実行させるプログラム。
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